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場が混乱する中にあっても、弊社の資産運用への影響は極めて限定的であり、盤石な財務

基盤を維持しています」と述べています。 
 
※ 解約・失効率は、減額・増額および復活を考慮せず、当該期の解約・失効高を年度始

保有契約高で除して算出しています。 
 
資料 ①平成 20 年度上半期報告ハイライト、②平成 20 年度第 2 四半期（上半期）報告、

③参考資料：証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況 
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